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1.　各湿度状態における各種絹布の収縮性ならびにし

わ回復性を測定し，特に絹布の欠点であるし わ回復性の

向上 を計るために ８種類 の脂肪酸で処理した絹布につい

て検討 を試 みた。

2. 各種湿度状態に調製した硫酸デシケ ー夕を用いて

絹布の収縮率を測定し た。 また東洋製機製Monsanto

type Crease Recovery Tester を使用し， 標準温湿度

状態でし わ回復率を測定し た。

3.   RH  75% まで は殆んど絹 織物の 収縮性 は 少 な い

し，RH  90%  以上の高湿度状態で は 著し く収縮 率が増

し，特 に縮緬，フ ラットクレ ープ などの強撚糸使用織物

ではきわめて大 きい収縮率 が認 められた。 また縮緬，フ

ラット クレ ープ などでは布目方向に よる収縮率 の違い は

余 り認 められ ないが，羽二重，富士絹では ヨコ糸方向に

比し クテ糸方向 の収縮率が多少大き い 傾向が認 め ら れ

た。

絹織物はRH50 ～70% 状態で最 もし わ回復率が高 く，

RH  50%  以 下では徐 々に,   RH70% 以上で は急激 にし わ

回復率が低下す る傾向 が認 められ た。

脂肪酸処理し た 絹布（16 匁付羽二重）を 高湿度状態

(RH93 ±2%) におい て し わ回復率を測定す ると， ラ

ウリン酸，ミリ スチン酸， パルミチン酸, ステ アリン醜

オレイン酸， リノーJV酸などの脂肪酸で処理し た絹布は

無 処理 原布に比し， かなりし わ回 復率を増すことが認め

られ， 高湿度状態での欠点防止を計ることができ る。


